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Abstract
Postmetamorphic adult females of Lernaea cyprina-

cea Linnaeus, 1758 (Copepoda: Lernaeidae) were col-
lected from medaka, Oryzias latipes (Temminck and 
Schlegel, 1846) (Beloniformes: Adrianichthyidae), in 
an irrigation ditch connecting with the Okoe River, a 
tributary of the lower Katada River (the Bansho River 
system), at Saeki, Oita Prefecture, Kyushu, southern 
Japan. This represents the first record of L. cyprinacea 
from Oita Prefecture. In two of the six individuals of L. 
cyprinacea collected, peritrich-like ciliates were heav-
ily attached to the surface of the trunk. Based on the 
literature published between 1935 to 2020, 21 nominal 
species of metazoan parasites (16 trematodes, one ces-
tode, two nematodes, one branchiuran, and one cope-
pod) have been reported from the prefecture.

はじめに
九州は，わが国で 3番目に大きな島で，7県か

ら構成される．最も大きな島である本州の西側に

位置し，朝鮮半島や中国大陸，琉球列島，台湾に

近い．このため，九州はわが国の淡水魚類相に関

する生物地理学的な考察を進めるうえで，極めて

重要な地域である．このことは，淡水魚を宿主と

する寄生虫についても同様であり，わが国に産す

る淡水魚の寄生虫相を深く理解するには，九州か

らの情報が不可欠である．しかし，これまでの寄

生虫研究を俯瞰すると，人体寄生虫の横川吸虫

Metagonimus yokogawai (Katsurada, 1912)（扁形動

物）や有棘顎口虫 Gnathostoma spinigerum Owen, 

1836（線形動物）などには大きな研究努力が投じ

られたものの［Nagasawa et al.（2007b），長澤（2016）

を参照］，他の寄生虫への関心は極めて低く，九

州産淡水魚の寄生虫に関する知見は限られてい

る．

本論文の第一筆者（長澤）は，こうした現状

に鑑み，共同研究者とともに九州各地で淡水魚の

採集を行い，得られた寄生虫，特に寄生性甲殻類

（カイアシ類とエラオ類）について，その形態や

宿主，地理的分布に関する研究成果を公表してき

た（長澤ほか，2012a, b；長澤・宮島，2018；

Nagasawa et al., 2018, 2019）．最近，筆者らは大分

県で採集したミナミメダカ Oryzias latipes (Temmi-

nck and Schlegel, 1846)にカイアシ類の 1種，イカ

リムシ Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758の寄生を

認めた．本論文では，同県初記録となる，このイ

カリムシについて報告する．また，今後の研究に

資するため，1935–2020年に出版された文献に基

づき，大分県産淡水魚の寄生虫相に関する知見を

整理して示す．
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材料と方法
2019年 9月 5日，大分県佐伯市長谷元越地区

にある農業用水路（32°56′11.18″N, 131°52′19. 

21″E）でタモ網を用いてミナミメダカ約 100尾を

採集した．この水路は，両側面を積み上げられた

石で護岸され，幅は約 3.6 m，採集時の水深は約 0.4 

mで，番匠川水系に属する堅田川の支流，大越川

に連結する．採集したミナミメダカを活かしたま

ま同県佐伯市弥生上小倉にある番匠おさかな館に

運び，甲殻類が寄生した 6尾を肉眼で確認して冷

凍した．これを静岡市にある水族寄生虫研究室に

輸送・解凍し，各個体の標準体長（SL, mm）を

測定後，実体顕微鏡（Olympus SZX10）に取り付

けた写真撮影装置を用いて撮影した．次に，寄生

部位を記録した後，宿主内に穿入した甲殻類の体

前部を傷つけないように宿主から摘出し，70%

エタノール液で固定・保存した．その後，この標

本を実体顕微鏡下で観察し，イカリムシに同定し

た．現在，イカリムシ標本は第一筆者のもとにあ

り，日本産イカリムシの形態学的研究を行った後

に，茨城県つくば市にある国立科学博物館筑波研

究施設の甲殻類コレクションに収蔵する予定であ

る．本論文で述べる魚類の和名と学名は本村

（2020）に従う．キンギョの学名は宮地ほか（1976）

に従う． 

結　果
検査したミナミメダカ 6尾［19–26（平均 20）

mm SL］の各尾にイカリムシが 1個体ずつ寄生し

ていた．6個体のイカリムシのうち，4個体は宿

主の鰭基部から体前部を穿入させていた（腹鰭基

部から 2個体，胸鰭基部から 1個体，尻鰭基部か

ら 1個体）（Fig. 1A）．また，残りの 2個体のうち，

1個体は宿主の肛門（Fig. 1B），他 1個体は宿主

の腹面から体前部を腹腔に穿入させていた．

採取したイカリムシはすべて雌成体で，体長

（卵嚢を含まない）は 5.5–8.2（平均 6.8）mm（n=6）

であった．その形態は，背腹 2対の突起が頭部直

下に発達し（Fig. 1E），細長い頸部を経て胴部と

なり，その後端近くに一対の卵嚢を有する個体も

Fig. 1. Lernaea cyprinacea, postmetamorphic adult females, from medaka, Oryzias latipes, in an irrigation ditch at Saeki, Oita Prefecture, 
Kyushu, southern Japan. A, medaka (19 mm body length) infected by L. cyprinacea (arrowhead) at the base of the left pectoral fin, lateral 
view; B, L. cyprinacea (arrowhead) inserting its anterior body from the anus to the body cavity of medaka (26 mm body length), lateral 
view; C, habitus, lateral view; D, habitus, lateral view; E, cephalothorax, anterolateral view. Note heavy attachment by peritrich-like ciliates 
on the copepod trunk (Fig. 1D). Scale bars: A, 5 mm; B, 3 mm; C, D, 2 mm; E, 0.5 mm.
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あった（Fig. 1C, D）．また，2個体のイカリムシ

の胴部表面を，多数の細糸とその合間に少数の有

鐘様構造を有する付着生物が覆っていた（Fig. 

1D）．

考　察
今回のイカリムシの発見により，大分県産淡

水魚に寄生する甲殻類は，オイカワ Opsariichthys 

platypus (Temminck and Schlegel, 1846)から記録さ

れたエラオ類のチョウ Argulus japonicus Thiele, 

1900（長澤・宮島，2019）と合わせて 2種になっ

た．

九州にある 7県のうち，イカリムシが報告さ

れたのは，大分県のほか，福岡県（長澤ほか，

2012b，宿主はミナミメダカ），佐賀県（長澤ほか，

2012b，宿主はミナミメダカ），長崎県（Yoshikoshi 

and Kô, 1988, 1991，宿主はミナミメダカ，キンギョ

Carassius auratus Linneus, 1758），宮崎県（笠原，

1962，宿主は養殖二ホンウナギ Anguilla japonica 

Temminck and Schlegel, 1847），鹿児島県（福島ほ

か，2020，島嶼部を除いた宿主はゴクラクハゼ

Rhinogobius similis Gill 1859，ヌマチチブ Tridenti-

ger brevispinis Katsuyama, Arai and Nakamura 1972）

の 6県である．熊本県からの記録はない．

今回，採集したミナミメダカは約 100尾のうち，

6尾にイカリムシが寄生していた．しかし，これ

ら 6尾は，採集直後に番匠おさかな館において肉

眼で素早く選別したために，イカリムシを見落と

していた可能性もある．実際の寄生率は数パーセ

ント以上であったかも知れない．参考までに，山

口県下関市の農業用水路で採集したミナミメダカ

におけるイカリムシの寄生率は 39.1%であった

（長澤・久志本，2019）．

ミナミメダカは，イカリムシの主要な宿主の 1

種である（長澤ほか，2012b）．イカリムシが寄生

した野生ミナミメダカの記録は，次の 11都府県

からある：東京都（中井，1927），長野県（笠原，

1962；ビーティーほか，2009），静岡県（松村，

1933）， 愛 知 県（ 松 井・ 熊 田，1928； 笠 原，

1962），奈良県（長澤ほか，2012b），大阪府（長

澤ほか，2012b），山口県（長澤・久志本，2019），

福岡県（長澤ほか，2012b），大分県（本論文），

佐賀県（長澤ほか，2012b），長崎県（Yoshikoshi 

and Kô, 1988）．また，産地不明のミナミメダカか

らも記録されているほか（Nakai, 1927；Matsui 

and Kumada, 1928； 鈴 木，1965； 岩 松，1993, 

1997, 2006），水族館で飼育したミナミメダカに寄

生した例（堤，1978）もある．更に，イカリムシ

をミナミメダカに人為的に感染させて生活史や駆

虫方法に関する研究が行われた（中井・小海，

1930, 1931；笠原，1957, 1959, 1962）．

このように過去の文献を整理すると，東京都

以西の野生ミナミメダカにイカリムシが寄生する

ことが多く，九州でその傾向が強いことが分かる．

また，イカリムシが寄生した野生ミナミメダカの

採集地は，九州ではいずれも農業用水路（長澤ほ

か，2012b；本論文）であり，九州に近い山口県

でも同様であった（長澤・久志本，2019）．これ

を要約すれば，イカリムシは九州では農業用水路

にすむミナミメダカを主要な宿主とする寄生虫で

あると言えよう．農業用水路でミナミメダカを採

集することは比較的容易であり，今後，イカリム

シの研究を行う際には，農業用水路での調査を含

めることが望ましい．

今回，ミナミメダカを採集したのは，番匠お

さかな館で展示する本魚種を確保するのが目的で

あったため，他魚種の採集を行わなかった．しか

し，筆者らはこの水路でオイカワ，カワムツ

Candidia temminckii (Temminck and Schlegel,1846)，

コイ Cyprinus carpio Linnaeus, 1758，ギンブナ

Carassius sp.，ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 

(Cantor, 1842)の生息を確認している．したがって，

今後はそれら魚種におけるイカリムシの寄生状況

を調べ，宿主としての貢献度を評価することが重

要である．また，大分県の河川には，汽水種も含

め，多くの魚種が生息する．例えば，大分県最大

の河川である大野川からは，95種もの魚類が記

録されている（永野ほか，2017）．イカリムシの

宿主利用に関する理解を深めるため，そうした大

きな河川で調査を行うことは意義があろう．本流

と支流，上・中・下流域で調査を行えば，イカリ

ムシの流程分布に沿った宿主を特定できる可能性
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がある．

今回，2個体のイカリムシの胴部に着生してい

た生物は，保存状態が悪く，詳細な観察ができな

かった．しかし，多数の細糸とその合間に少数の

有鐘様構造が見られたことから，この付着生物が

ツリガネムシ目繊毛虫類である可能性は高い．こ

れまでにもわが国の野生ミナミメダカに寄生する

イカリムシからツリガネムシ目繊毛虫類あるいは

類似の付着生物が報告されている［長澤ほか，

2012b（繊毛虫類と記述）, 2017（有柄繊毛虫類）, 

2019（ツリガネムシ科繊毛虫類）；長澤・新田，

2019（ツリガネムシ目繊毛虫類）］．今後は，その

分類学的位置を明らかにする必要がある．

大分県産淡水魚の寄生虫相に関する知見
緒言で記したように，九州では，かつて淡水

魚を中間宿主とする人体寄生虫の研究が盛んに行

われた．これは大分県も例外ではない．大分県で

は，日田地方のアユ Plecoglossus altivelis altivelis 

(Temminck and Schlegel, 1846)に寄生する横川吸

虫の研究から始まり，1935年に最初の論文（瀧，

1935）が出版された．表 1に，その後 2020年ま

での 86年間に大分県産淡水魚から報告された寄

生虫を示す．

1930年代に始まった淡水魚を中間宿主とする

吸虫類の研究は 1960年代後半まで行われ，その

後の魚類寄生性吸虫類に関する研究は浦部美佐子

博士（福岡教育大学，現在滋賀県立大学）と嶋津

　武博士（長野県短期大学）によって行われた．

過去の同定結果を再検討する必要がある

Metagonimus sp./spp.（表 1）を除くと，これまで

に 16種の吸虫類が報告されている．そのうち 7

種は幼虫（メタセルカリア）で報告され，多くは

人体寄生虫との関連で研究された．

一方，吸虫類以外の寄生虫では，僅か 5種（条

虫類 1種，線虫類 2種，エラオ類 1種，カイアシ

類 1種）が報告されたのみである（表 1）．魚類

寄生虫の主要なグループであるミクソゾア類，単

生類，鉤頭虫類の記録はまったくない．

このように大分県産淡水魚の寄生虫相を整理

すると，吸虫類を除いて，他のグループに関する

知見はほとんどない．寄生虫相解明の更なる努力

が必要である．
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